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　明治元年（慶応4年）から，わが国官庁の

歴史は，太政官制度時代，内閣制度時代とす

でに百年を経たのであるが，その歴史的な経

緯をたどる官庁刊行物の「出版物総合目録」

ほ未だない。しだがって数量も的確に把握す畠

ることは現在なお困難である。

　わが国では，官庁刊行物の印刷，刊行，頒

布の行政が現在においでも各省独自という多・

三型で，これを網羅的に収集する困難さは，

その時代ぞの時代㊧種々の目録がよく物語っ「

ている。この点については，現在当館で発行

の「全日本出版物総目録」や「官庁刊行物目

録」についても，すでに識者の報告がある。（1）

　政府刊行物の印刷をあずかるべき現在の大

蔵省印刷局も，幾度となく行政上の変遷をた

どりつつ，印刷技術の進歩等諸般の情勢を反

映して現在にいたっている。ともあれ，即刷

局が，太政官，内閣ジ大蔵省g如き行政部門

に属し，’国会の議事録を完全に独立して出版

するという形をとちずに官報に掲載ざれると

いうことは，わが国の官庁刊行物の印刷，刊

行，頒布の象徴を物語るものとして理解せね

ばならない。しかも広く国民の目にふれるよ

うになbたのは，第二次世界大戦後のことで

あり，戦前は「依らしむべし知らしむべからtt

ず土というむしろ知らさぬことを以て政道の

，もとと考えた為政者的観念が潜在していたも

のと思われる。．

　アメリカやイギリヌ，カナダ等の諸国で

は，古くから政府刊行物の印刷，刊行，頒

布，目録作成が一機関で組織的に行なわれて

いる・　　　　　　　　　　　ド．

　アメリカを例にとれば，この一機関は連邦

議会に付属するGotiernMent　Printing　Off－

ice（G．　P．　O，）である。このG．　P．0は，連

邦政府の印刷法に基づいて各省印刷予算の大，

部分を印刷し，これも連邦議会に付属する

Lib・a・y・雪C・ng・ess・（L　C）　，と幽し・．　G・

P・0・以外で印刷した資料も含めて1895年・

　（明治28年）から政府刊行物目録を肇回して

いる。（2）

　日本も早く一元型（印刷，刊行が同rの機

関）め国になるべきであるとの声が各方面か

ら出ている。ζれは当然の要求．である。しか

し，百年の政治や，行政はたやすく変わるも

のでもない。早くから西欧文化を吸収した目
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本であるが，依然として日本人的な発想で処

理され下いるとしか思われない。．図書館員で

ある我々は，あまりこれにこだわっていても

いられない。百年間の官庁資料を歴史的に探、

索することの函嶺さ偉勿論であるが，百年の

歴史を無視して万事を帳消しにすることは不

可能なことであり，現在に至ってこれを追求．

することは，日本民族の運命であることを知

っておかなければならない。特に明治初期の

官庁資料の所在を探索する時，非常に困難な

のが現実であって，．われわれのような図書館

人でなくとも，明治初年の日本人が踏み出し

た方向へ当分の間歩いて行かざるを得ないの

である。

　国立国会図書館が，書籍館の蔵書を引き継

．いでいるという伝説を信じた入は，当館で所

蔵調査をしてみて困惑したことであろう。

　それは無理もないことであって，例えば，

『上野図書館八十年略史』に，当時国立国会

図書館長金森徳次郎氏の次の序がある。

　　「上野図書館は，明治五年（一八七二年）に

　書籍館として名乗りをあげでから色々の変

　遷を遂げ，東京府書籍館，文部省東京図書’

　館，帝国図書館，国立図書館，国立国会図．

　書館支部上野図書館と度々の改名をして現

　在に至った。この発展の路程はかなりまわ

　りくねったものであ？て，云々」（∵は筆

　者）

　これは，旧上野図書館の蔵書を片端から見
て’｢けばわかることであって；発行年よりは

るp・に年経た受入目’付印が押され，それは，

明治8年∫9年，！1年，13年等の「文部省交

付」や「内務省交付」または「図書寮交付」

の印が見られ，蔵書印も「東京書籍館」「東

京府書籍館」・「東京図書館」等が見られる。

　そこで，．はたして書籍館の蔵書を引き継い

だのかの疑問をいだく。，それに，明治初年刊

行の資料があまりにも見当らない。それらの

資料は，現在どこで所蔵しているのか，それ

らの系譜をたどってみようと思う。

　また，当時の印刷，刊行，頒布はどのよう、

に行なわれていたか，書籍館はどのように創

設され，資料の収集や）・当時の政府の出版行

政はどうだったかを調べてみたい。

第1章明治初期官庁資料の印刷・刊行

　　　・頒布の概況　　r太政官日誌』を中

　　　心に＿

　わが国官庁資料の祖といわれる『太政官日

誌』（CZ－2－03）（35は）慶応4年2月23日か

ら京都において出版された。当初は木版印刷

であった。慶応4年2．月上旬，京都二条城の

太政官代に出版書留村上勘兵衛を呼んで刊刻

御用を命じたが，直ちに請け負えるものでも

なく，同業者の井上治兵衛の櫨力を得て刊行、

したのである。最初第1回は，1目の日誌を

半紙7枚に筆記したものを，50名の職人がそ

の原稿を分けて僅か2時間余り．で彫り上げこ

れらを接合して，急拠手摺したといわれてい
（4一）・

る。ついで東京版も印刷され，板元は須原屋

茂兵衛（享保時代からの板元）1和泉屋市兵

衛であった。京都版より少し小型で振仮名つ

きである。京都版には薄葉本もあった。

　丁度この頃，海の遙か彼方ではマルクスの

資本論の第一版が出版され，ダイナマイトが・

発明されているのである。

　わが国には当時オランダ政府から嘉永3年

幕府に献上された英国製のスタンホープ手引

印刷機があったが，この活字，活版印刷用具

一式はあったとしても，漢字の鋳造活歴をっ

’くりこれを駆使するだけの技術には至らなか

っ’

ｽものと思われる。（この印刷機は現在残

骸が大蔵省印刷局の研究所にある）

　ここで，当時の印刷技術について略記し，

あわせで，本邦印刷史にのこる本木昌造にっ
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いてふれておきたい。

　幕末の印刷技術は，木版または木活字を用

いたいわゆるバレン摺りの手工業的印刷が主

であ・つた。1それ以前には1590年頃ヤソ会の宣

：教師によって伝えられて「キリシタン版」を

生んだが，秀吉の弾圧によって衰え，古活

一字版．（1593）の印刷が行なわれたがこれもほ

ろびた。前記，スタンホープ印刷機を蕃所調

所に備えて，外国語教科書や，英和対訳辞書

を出すに至ったのは，オランダ渡来の活字大

小あわせて100余剰と，邦宇の新鋳鉛活字を

用いることによって印刷可能1となったもので
　　（5）
ある。その後幕府の陸軍所でも大鳥圭介が亜

，鉛・錫活字を鋳造して外国兵書を翻訳し『築

城典刊』（万延元年）などの出版を罪な，つ

た。また長崎奉行所では，軍役所内に印刷所

をつくり，安政年間にはオランダ関係の図書

を洋式印刷術によって出版したことがあっ
た。

　長崎の出島では，オランダ人の持ち渡った

：印刷機があり，安政年間からこれで印刷を始

めている。これとは別に，嘉永元年（1848）

に輸入された蘭式印刷機一式を，通詞品川藤

、兵衛・楢林定一郎・本木昌造・北村元助の4

人が共同で購i草したものを，安政年間に長崎

奉行所が買い上げている。したがって，安政

年間には蘭書の複刻が行なわれ，当館にもそ

の一部であろうと推測できるものを所蔵して

いる。

　一方，富裕な藩では早くからこの洋式印刷

術に目をつけていたらしく，薩摩藩では重野

安繹が上海から印刷機および活字を取り寄せ

た。しかしこれを駆使することが出来ず，明

治2年に至って，当時長崎飽ノ浦製鉄所の頭

取であった本木昌三がこれを購入して印刷し

、た。本木昌造はそれ以前から活宇鋳造の研究

に従事し，嘉永5年（1852）頃「流し込み活
　　　　　　　　（6）
字」をつくり，自著の印刷出版をしたことが

ある。元来彼は長崎奉行所配下の通詞出身の

技術者であり・，かつて長崎海軍伝習所（安政，

2年）のお雇レK外国人第1号オランダのペル

ス・ライケン等の通訳であり，授業はこの本
　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
木らの通訳を通じて行なわれたという。（学

生には五代才助，佐野常民等，各藩の青年達

がいた9

　明治2年，彼は，製鉄所の付属機関として

活版印刷所を設立し，外国人を招聴し，洋式

活版印刷の隔年を伝習し，翌3年製鉄所を辞

して，長崎の新町活版所を同志の人々と開設

し，活字鋳造および活版印刷の営業をはじめ

た6明治4年には前記製鉄所は，工部省の所

管となり，明治5年には勧工寮に所属すると

ころどなった。新町活版所も大阪，京都，横

浜，東京と進出した。被は一時，文部省活版

御用掛をつ≧めたことがあり，何故かこれも

早く辞し帰郷している。

　政府は明治4年，太政官左隣に活版部を設

け・被にその指導を命じた。しかし彼は弟子

の平野富二に活字を持ρて上京させ，左院に

数万箇の活字を納めさせた。

　政府は萌治5年9，月，木政官左回の活版部

を正院印書局とし，あわせて，太政官史官，

大蔵，海軍，文部省等の活字および印刷機を

継承し，外国人を傭聰してその指導のもrとに

r太政官日誌』の印刷等を掌握し，かたわら

民間の依頼にも応じた。同年10，月，『太政官

ノ日誌』一は鉛活字による活版印刷となり，用紙

も和紙から西洋紙に変った。6年には，石

版，銅版の印刷を始め，8年の活版局時代に

は，本木昌三の初号から5号までの活字に6．

号ブ7号を加え印刷機も技術的発展の段階に

入るのである。

　製本も6年11，月，外人製本師W．F．　Pater－

sonを招聴している。

　ところで『太政官日誌』は明治ユ0年1月発

行の90号，通号1，177号をもって廃刊した。
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当時の発行部数は6，600部であったと．いわれ

官庁資料最大の部数であった。

　その後『官報』（CZ－2一一2）が明治16

年7月2日発行きれるまでの空白期間は，福

地源一郎（桜痴）の『東京日日新聞』　（新一

1）が，明治7年！Q月から！4年9．月！3．日（太

政官記事掲載拝辞）迄，政府レ）御用新聞とし

て太政官記事，即ち布告，布達の掲載を許可

されズ継続していた。、その後官報が発行され’

る明治！6年7．月1日までまったくg）空白期間

であるが，空白とはいっても三三の布告や，

布達が停止したわけではない。ただ政府が自

らの機関紙によって布告や，布達を行なわな「

くなったという意味である。この間の：事情は

省くことにする。・

　明治初年官庁資料の頒布状況ほどうであっ

たろう。例えば法令の公布と施行時期は，交

通，通信の未発達のため末端まで周知普及さ

せるには相当の期間が必要だった。現在なら’

ば官報があり，交通，通信の発達に加えて∫

新聞，ラジオ，テレビ等の錦塗により，その

日のうちにあ．る程度まで知ることができる

が，当時は幕末時代そのままの上意順達の方

法が用いられこ（いたのである。、

　明治6年6月，政府は布告類が各県に到着

する目限を定め，その日限後3σ日問掲示する

ことを命じている。

太政官布告第213号（明治6年6月14日）各府

県へ諸布告到達の日限別紙表面ノ通り相撃メラ

レ候条本年第68号ノ布告三因リ，到達ノ上三十

H一間掲示ノ後嗣管下一一般二之ヲ知り得タル事ト

看倣シ候条此ノ旨相達シ候事

　但シ途中川二等ニテ停滞シタルトキハ其ン：事

　二二ケ出ヅ可キ事’，　　ご

（布達ノ目ヨリ到．着ノ日割）斜橋繍）府瓢

翌日　　　　　　　　：一一一里　　、東京府

3日　　　　　　　　　8．　　　神奈川県
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但シニ十四時間ヲ以テー日トナス可シ

　注里程は里未満を省略

　その後明治16年5，月26日，これまでの早飛

脚によって計算した到達目数を全面的に改正

し，施行期間の30日も，7日に短縮された。

郵便制度の整備，交通機関の発達等文化の進

歩がうかがえる。

　布告，布達文の頒布部数ほ，明治6年10月

15目太政官布達第348号で定めている。この

布告で・各省・各府県の酉一回部数は1・　100部

前後であったろうといわれている。それ以上

入用の場合は，官費を使用しなけれぽ適宜

に謄写してもよいことになっており，そのた

め大蔵省では東京三目新聞日報社へ注文する

ようにとの達をも出している。したがって，．

この新聞の発行部数は8，000部で，それでも

品切れとなり，大久保利油田によれば増し刷

りした形跡がある、ということである。当時の

日本人の人口は3，500万入，そのうち7割を

越す文盲者がいたのであるが，前記の売行に

よってこの新聞がいかに必要とされたかが十

分うかがえる6

　以上，r太政官日誌』を通じて明治新政府

．の印刷事業，出版政策を記述したが，政府は

各省の印刷・刊行・頒布を統合した機関を設

立するどいう計画がなかったのみならず，む

しろ各省独． ｩという貧弱なものであった。そ

の印刷事業に投下した資本は，政府自体の必

要を満たすたけで，広く国民に広報すること

なく，むしろ一部の民間印刷事業の成長を助

長する方向へと進展し，却って将来への大き

な禍根をのこすことになった。

第2章書籍館の蔵書を引き継がなかっ

」　　た帝国図書館（国立国会図書館）

　山一明治初期官庁刊行物の所蔵経路一

　帝国図書館（1897）の前身である東京書籍

館は，・明治8（1875）年5，月17目文部省の要

請により創館された。

「一禔C書籍館は東京書籍館より約3年前の

明治5（1872）年8，月1日，文部省博：物前の

下に博：物館（1874）よりおくれて創館され

た。明治政府が，図書館よりも博物館の創設

を第一一L・とし，しかも図＝書館を文部省博物局の

管轄の下においたことは，・時流とはいえ後年

の禍根として重視せねばならぬ。このことが

ひいては国立国会図書館の明治初期刊行物の

蔵書に深い関係があり，少なくとも書籍館の

蔵書を引き継いだという認識を改めねばなら、

ぬことでもある。

　そもそも明治政府は，明治4’（1871）年9

丹，さきに旧幕府より継承した大学出校に新

たに設立した物産局（1870）で収集した品物を
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悉ぐ文部省（1871）博物局に移し，4年10，月

博物館のあった湯島聖堂の大成殿で博覧会を

開催した。文部省は翌11，月，従前から在った

地方の学校（藩校），文庫，病院等で所蔵す

る書籍古器，奇物等を報告させ，その充実

をはかった。

　当時，二部の識者には，博物館と図書館と

を別々に設けるべきだと考える人がいたが，

大方はそうではなく，その結果，博物館だけ

が設立されたのである。文部省！i等出仕（当

時）市川清流（著書にr英国単語図解』r輿

地航海全図』r姓林一枝』等あり）は，前記

博覧会の直後，書籍院設立の熱烈な議を「書籍

院建設ノ儀二付文部省出仕市川清流建白書」

と題して次のように申請した。

　　三代聖王ノ天下ヲ治ムルヤ，人材ヲ挙ル．

汲々トシテ夢課措ク無シ，即，索メテ得徒釣

　璽二及フ所以ナリ，今や我国庶政一新，文明

　目送盛ンニ，内ハ学校ヲ府県二設ケ，外ハ生

　徒ヲ欧米清二学ハシメ，’将二大二他日』期ス

　ル所有ントス，加之，三者・都下ハ博覧揚ヲ

　開キ，衆人二丁観セシムル等，皆是人才化育

　ノカニ非ル無シ，然り而シテ今日尚ホr層ノ

文化ヲ進ルノ唾罵，書籍院ノ設ケ三婆クハ離

州ルベシ，其方府内二於テ，市街；接近セル

高爽ノ地ヲ択ヒ，一大書院ヲ建造シ，室内ノ

　四周三ハ，皆数層ノ架ヲ設ケ，所有群籍を蒐

輯シ，部分類別シテ架上h収メ，普ク諸人二

此処二来テ聖母スルヲ許シ，博ク考古徴今ノ

三二供シ，或ハ著述編輯ノ便二充ベシ，是即

人材培養ノ本，国益増殖ノ源，宋大宗ノ開巻

有益ノ語・墜テ諦為一シ・嘗テ聞ク・理窟

御文庫中ニハ，多年収蔵スノレ所ノ群籍無慮数

！万巻，従来，高閣二堆積シテ敢テ世人巡視ス

　ヲ許サス，徒二慰魚ノ腹ヲ肥シムルノミナリ

　ト，仰ギ翼クハ，今，其群籍ヲ以テ前条ノ院

二三シ，普ク世人ノ縦観スルヲ許サルレハ，

上溝以テ天物ヲ廃棄セス，下ハ以テ人材を開

達ス，実二千古ノ盛典タルベク，天下ノ鴻幸

ナランカ，

　これは，木戸孝允の主催する『新開雑誌』

、第45号（明治5年5，月）の付録（！！0－！49）

’＜昭和36年刊のr請葡聞全集』（・7・一M448

b）第6巻の下にも収録〉に登載した。

　彼は英国に赴きロンドンの図書館の実情を

調査したことがあり，その知識を基に意見を

吐いたものと思われる。東京府中の市街に接

近した高台に一大書籍院を建て，蔵書は，楓

山文庫本（幕末には土蔵4棟の蔵書があった。

現在内閣文庫蔵書の基幹）を基とし，分類別

に開架方式をとり，一だれにでも利用できるよ

うにすべきだと述べている。

　これが当局を刺激し，また・）博物館内でも

図書館の必要を認め，ようやく明治5年（18

72）8月1日から書籍館は博物局管轄の下に

湯島の聖堂で大成殿を書庫とし，左右の廻廊

を閲覧所として開館した。

　蔵書は，旧昌平醤から引き継いだ漢籍，和

学講談所の和書，医学館や開成学校の洋書等

が基幹となし一般民間有志からの寄贈に加

えて」諸官庁にも次めように寄贈を求め為。

　　「今般∫入戸教育，文化進歩之為，書籍館

ヲ開キ，当省文庫慰書ハ勿論，其他，’和漢洋

之群籍ヲ集テz普ク諸人二拝見ヲ耳管へ共，

宇内著書之多キ，未ダ遺漏無キヲ免レズ，依

テ，其御省二有乏候和漢洋書籍之内，平常御

用二無之分ン・，当省書籍館へ御差出相成，諸

人縦観二供シ候様温度，依テ此段申入候也」

　ついで蔵書の拡大政策として太政官の許可

を得，旧大学から太政官の歴史局にすでに引

き渡され，さらに当時太政官正院式部寮の所

管になっていた書籍と，同じ管轄の下にあっ

た三山文庫本などと共に書籍館に引き渡すよ
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う要求した。だが，楓山文庫そのものは，宮

城内の旧書庫に保存されたままで移管されな

かっ謂

　この時期に諸官省の蔵書が，どれくらい寄

贈され，また，その中に官庁刊行物が何点く

らいあった添は不明である。

、書籍館は開館の面目（5年8月2日），外

務，大蔵，陸軍，海軍，教部，工部，司法，

宮内の諸官庁および開拓史に対して，書籍館

の書籍を貸し出すことを通告している。

　しかし，6年5丹5日の皇居炎上とともに

太政官もま・た焼失したので，太政官正院の地

誌課に貸出中の図書は全部焼失した。その

他，諸官省に貸出中の図書もしばしば罹災す

ることがあって，翌7年2，月4目ジ太政官は

貸出の中止を布達した。短期間であったとは

いえ，現在の支部図書館への貸出業務のはし

りが，ここにうかがえる。　　’

　その後，明治7年2．月23日，太政官達第25

’号で省使府県に対し，冒すでに刊行した官庁刊

行物を書籍館に提出させ，．なお今後刊行する

．図書の納本を次のように命じている。

　従前省使府県二丁テ刊行ノ図書書籍館目下

本甲之二巴毎篇一部ツツ早々同館へ可差出且

今後刊行ノ節モ同様可取計此旨相違出撃

　明治7年12，月現在，書籍館の蔵書数は，図

書44，395冊，漢籍63，075冊，英書156冊，蘭

書6，062冊，総計110，988冊であった。《『明治

史要』「浅草文庫調二拡ル」）（後述）

　この間，書籍館にとって重大なことが起っ

て卵た。即ち，太政官は明治6年3，月19目，

文部省に対して次のように令達していた。

　　・「＼　　噛　　　‘

　其省博物館，書籍館，博物局，小石川薬園．

共～博覧会事務局へ合併可妻事

　但，引渡方三儀み，博覧会事務局へ可打合事

　すでに書籍館は，図書館としての機能を整

えつつあるとき，突然強制的に太政官正院の

博覧会事務局に統合す否ことに決定した。こ

の原因は未だに明らかではない。

　　これに対して，文部省は博物館と書籍館の

掌握を熱望したが，とり入れられず，太政官

は7年4．月13日，書籍館の職員も「正院出

仕」としてしまった。

　　その後，長期にわたる離合闘題の政争は続

いたが，遂に8年2．月27目，書籍館，博物館

　は博：覧会事務局から分離して文部省に復帰は

　きせるが，しかレ，別に内務省所属とし．て博：

物館を創設するので，従来収集した書籍，物

’品と昌平坂の聖堂および昌平暴の建物をみな

内務省に貸与しなければならないξの太政官

達が出た。

　　この分離問題は，書籍・博物両面を再び掌

握したいと願う文部省に対し，博覧会事務晟

ゐ反対が根強く，一方，翌年（8年）の地方

官会議を書籍館の建物（湯島の聖堂）で開く

　ことになっており，すでに7年7月18日太政：

官は，書籍館の書籍および博覧会事務局の備

品を，大蔵省の所管であった浅草八番堀の米

倉に移転することに決定し，7月22日この移tt

転を開始し，7月24日移転は完了していた。

　　前記，書籍館の蔵書数の約ユ1万冊は，この・

浅草へ移転してからのもので第る。

　．これが，後の浅草文庫で，8年11月から陽

回した。したがって，この蔵書は内務省の所

管となり，レk〈たびかの変遷を経て現在は3

　総理府の内閣総理大臣官房に所属している内・

閣文庫の所管するところとなり，流出した園

　書が東京国立博物館，国立国会図書館，都政、
繍館に臓されているのである。’

　　文部省では，多年希望したとおり，書籍・

．博物両館を博覧会事務局から分離一gしることに

　は成功したが，約束どおり8年2月27日書籍

備品op一切を博覧会：事務局に引き渡し，書籍．
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館は全裸のまま文部省に帰属したのである。

　博覧会事務局は，その母体となbた文部省

博物局の博物館の資料を維持管回しつD．，明

治8年3，月30’目，太政官達40号をもって博物

館と改称し，内務省に属するこどになった。

　なお，明治8年た開く予定の地方官会議は

延期となり，1湯島のもとの書籍館の建物は，

前年11月29日，文部省に返還されていためで

文部省はここに新たに「東京書籍館」を新設

した。．これがのちの帝国図書館（1日上野図書

館）の前身であり，初めの・r書籍館」乏建物

は同一であるが，蔵書の内容は全く別のもの

’であった。

　昭和27（1952）年，上野図書館は，80周年

を記念し，種々の行事を催したが，この起点

は明治5（1872）年の書籍館から通算した。、』

蔵書は引き継がないで建物りみを継承レた図

書館の歴史もあろうが，本を好み；資料を相

手に仕事をする人間にとっては。背筋の寒く

なる思いがすう。、ともあれ，簡単に図書館の

歴史というが，図書の歴史ではなく，館（や

かた）の歴史であったのかもしれぬ。

　当館に明治初期の刊行物が，あまりにも少’

いことを嘆くのは私一人置はあるまい。官庁

中央図書館として活動していた状況を物語る

蔵書，一いわゆる官版や，・太政官当時に調査翻，

訳した歴史，政治，．法律書，’英，米，独，仏

蘭各国の原書の全貌をみることは不可能であ

る。

　一方，書籍館の蔵書の大部分は湯島一→浅

草一→和田倉門内一→大手門内と移動レ，現

在の内閣文庫の蔵書，r内閣文庫累嚢箇袋分類

目録』（029．3－N249n　7）昭和42年刊，や

『内閣文庫類別目録』　（101－152）英書：門，．

仏書門，独書門，蘭書門，雑書門，明治19年

・～24年目の各冊，『『博物館書目』（33－45，33

－45イ）3冊，明治！2年刊，『博物館書目解

題略』（4－293）5冊，明治13年刊，等の目

録によって，当時の蔵書内容を探し求めるよ

り他はない。

　しかし，残念ながら内閣文庫も当時の官庁

刊行物を完全に所蔵して吟るとはいえない。

　また，当館所蔵の官庁刊行物が，　「文部省

交付」の印で明治8，9年の受入が多くみら

れるのは，東京書籍館の創設時，文部省め書

庫に保管してあった数千巻の書籍がこれであ

ろうと思われる。敢えて，書籍館や博覧会事

務局が収集した書籍を手放すことを承諾した

のもこれを基として出発しようとUたものと

思われる。、　・、

　したがって東京書籍館は，創設当時文部省
　　　　　　　　（10）
から渡されたものと，その後本省が他官庁に

種 剰和剣英劃壁証書1細繍霜賜田輪計
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層貸し出していた書籍や，旧藩校の収蔵図書を

回収して引き渡し，さらに国内新刊図善の一

部を交付した。しかし，手離した浅草文庫の

蔵書に比べればはるかに少なく，諸官庁や有

識煮にしばしば騨を呼びがけている。

　明治9年6月刊の『東京書籍館書目』によ

って，所蔵内容は知るこ．とができる参，蔵書

数は明治8年遅文部省年報』（258．2－1）に

前図のように出ている。

　現在，当館の蔵書中に当時の文部省刊のも

のが，他官庁刊行物に比して多いのもこれJ（．

．うなずけると思う・（元来，文部省刊の出版

点数は多いQであるが）

　その後・明治10年（1877）2月15日，東京
書籍館がまだその基礎もかたまらない時，西’

南戦争がはじまった。それより以前1，月20日　．

官吏め減俸を令達しズい喬。そこで政府ほ，

戦費を得る方法として最も弱い文化機関を廃

止する先例をつくり，東京書籍館を廃館した

のである。この結果，東京書籍館は，政府め、1』

経営する唯一の国立購館から鯨府に移管、

』され，東京府書籍館と改名した。

　東京府書籍1館は，明治10年（1877）5．月5

目がらそのままの場所，建物で発足しs蔵書

は旧東京書籍館時代の納本1購不のほ）b．・7寄

贈！ま勿論，文部省が鹿児島から送ってきた書

籍を交付した（ρを始め，内務省は，浅草文庫　1

所蔵の複本を東京府書籍館に貸与じた。

　先に，浅草文庫の流出本についてふれだ

が，現在，当館所蔵中にこの種の蔵書印が散

見するのは，このためかもしれない。しか

し，この貸与した書名，冊数については残念、

ながら明fらかでない。

　当館の蔵書を示す受入原簿は，東京府書籍

館の明治13年瑚からのもので，r舞舞糠魏

書籍留』が最初のものとして保管されている。

記録の明細は，受理月日，書名，冊数，’
o版

年．月，著述人，送主の6項目からなっている。・

　官庁刊行物は，この送主から推察すれば，

内務省からではなく，直接東京書籍館に送付

されたものと思われる。

　以上の翠述でもわかる通り，国立国会図書

館の蔵書は，．「書籍館」の蔵書を引き継いで

いるのではなく2創始は明治8年旧館の「東

京書籍館」（文部省）であり，その後「東京

府書籍館」（東京府），「文部省東京図書館」，

「帝国図書館」，F：国立図書館」，「国立国会図

書館」と，その蔵書を整えてきたのである。

第3章明治初期の出版行政
　’一出版物目録と官庁出版物統計一

　明治元年から出版行政の概略を記述するに

あたって，元年の社会状況を記しておくのが

便利であろう。　　 　　一、

　元年（慶応．4年）は戦争に明け暮れた。ま

ず1E鳥羽伏見の戦い，4月討幕軍の江戸入

城，5，月上野彰義隊の戦争，9月若松城の総

攻撃とめまぐるしい戦乱の年であった。人心

の落ち着きを取り戻したのは翌2年たなって

かちである。

　明治政府の出版行政は，明治元年（慶応4

年）4．月21日大総督有栖川宮ゐ江戸入城をも

gて開始されたと見るべきであろう。

　しかしな炉らジ新規の出1版行政を一気に行・

なえるはずもなく，一応旧慣例に従うという

ことであった。したがって，出版取締は徳川

幕府時代にそれを司っていた三都の町奉行所

（後述）を接収して，事務を引きついでから

億じまったと思われる。

　慶応4年3月11目，江戸城があけ渡され，

・5月1日，市中の警備が徳川方から宮軍に移

された。5月19目，大総督府は江戸た鎮台「を

おき，・従前の寺社奉行所，町奉行所，勘定奉’

行所を接収した。回して新らたに寺社裁判

所，市政裁判所，民政裁判所を置いた。吏員
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は，奉行を除きそのまま鎮台府付とし，従来

の禄高で採用した。出版は，市政裁判所の改

正掛が担当した。、（南西町奉行所と同じ建物

で隔月女代で執政，8月20日南北合併し，南

裁判所で執務した。）

　明治元年6，月11目昌平讐が，！3目開成所と

医学所がそれぞれ接収され，6月20目出版取

締は市政裁判所から学校官に移された。学校

官は慶応4年4月に設置され，旧幕臣の経営

する学校を監督するところであった。

　これより4日前め6月16目政府は鎮；台府を

廃して鎮将府を置き軍政に専念することにな

った。

　6月26．目医学所を医学校，6月26日には昌

平讐を昌平学校と改称して，8月2日東京府

の所管としたが，従前の3裁判所が勢力を得

て江戸詰の行政を離さず，東京府庁が開庁し

準の！ま元年9月2日であった。この開庁とと

もに出版取締は学校官から東京府市政局に移
った。’
ﾈお学校官職制が改正されたのは元年

12月10目である。

　元年9，月12日開成所を復興して開成学校と一

し，！4日医学，昌平，開成の3校を鎮；将府管

轄とした。この3校は明治2年（1869）大学

校となり東京大学の前身である。

　元年16月19目鎮将温め廃止にともない，昌

平学校は行政官の管掌下に入り，開成学校も

また11，月11目行政官の所属となった。

　翌2年1月27目出版取締は，東京府市政局

から行政官に移り，そののち議政官を経て・・

5月16日大学へと移された。当時の大学は，

現在と異り，教育の機関だけでなく，行政機

関をも兼松た官庁でつた。

　3年2月出版取締は大学から再び行政官に

移り，大史局がこれにあたった。

　4年8A，行政官の大史局から文部省に移

り，8年6，月20日，文部省から内務省に移っ幽

て出版取締は内容の検閲を行ない発売禁止r

削除，次版改訂など，きびしい処分の検閲制・

度へと転化していったのであるが，今回はこ

れを省くことにする。

　　　　明治初期出版取締担当官庁．

明治元年（慶応4）
　　　　5，月19日～

　　　　6月20日～

　　　　9月2日～
明治．2年1，月27日～

　　　　？

明治2年5月16日～

明治3年2丹　幽7
　　4年8月　　～

　　8年6月　　～・

市政裁判所
　　　（改正掛）

学校官

東京府（市政局）

行政官

議政官

大　学

行政官（大史局）

文部省

内務省

　明治新政府のとった出版行政の主たる態度

は，一応旧幕府時代の慣例に従うということ

であった。そこで三都における出版手続と，

その後の経過を見る必要がある。

　江戸時代には，3都（江戸・京都・大阪）

の本屋の株仲間（書林組合のようなもの）が

あり，これを3都の町奉行所が管轄してい

た。・

　京都では，株仲間の世話人である行：事を経「

で奉行所に，大阪では，行司（事ではなかっ

た）から惣年寄を経て：町奉行所へ，江戸で

は，大阪と同様に行事から町年寄．9i代々館市

右衛門）から町奉行所という経路を踏んだ。

江戸では，南町奉行所と北町奉行所がラ毎月

，交替で出板物の検閲免許を行ない・天保！3年

頃から，，専門によって学問所，開成所，医学

館と分掌していた。ζのように学校が出版取

『締を執行したのは，すでに江戸時代がら見ら

れる。

　明治になって，政府が官許を下すタうにな

っても，’なお行事：制を残していた問は，やは

り年行事の手も・とに江戸時代と同様，継続し

て登録が行なわれていた≒推定でぎる。即

ち，東京では，「願済」の書目を発行すること
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　も定められていた。r叢聚新刻書目便覧』（1Q

　－102，838－74）がそれである』この書目は，

　明治6年11月官許を得て17年4月に発行さ

　れた。板元は，冷酷堂太田勘右衛門，万青堂

　別所平七である。凡例には，

　　一，・引書二載録スル所ハ明治元年ヨリ親告

　　　　（筆者注朋治7年）三月二至テ凡ソ、

　　　七年間東京二於テ響板スル処ノ者猛獣

　　　ル此他諸官長野ヒ各地方二於デ開板セ

　　　　シ者・・軽目ヲ侯国レヲ集録スヘシー

　　一，此書類ヲ分チ門ヲ建ルト錐モ猶未タ検．

　　　閲二便ナラサノセ者アラン此レ則チ数多

　　，ノ書籍中起ハコレヲ右トモ呼ヒ難クマ

　　　タ左トモ謂ヒ難キ者アルヲ以テナリ且，

，　　　此手ヲ輯ムルハコレラ＝今回ノ主管憧僕

　　　　　二便ニセン為ナリサレハ此ノ粗漏杜撰

　　　　　ノ罪以テ責ヲ学者先生ヨリ受ル事ナキ

　　　　　出挙ヨリナリ

　　　一，価値バー二発発ノ時ノ定メニ従フテコ

　　　　　レヲ記載スサレトモ発党後ノ景況二因

　　　　　テ或ハ高低スル者ナキニアラス三二今

　　　　　「コレニ記載スル所ト違フ者アラノ・幸二

　　　　　，コレラ万青梅巌二書房ノ中へ報告セ粗

酒　　　　即チ直二改正ヲ加フヘシ

　とある6官庁出版物と地方出版物とは続刊す

　る予定と記されているが，刊行されなかった

　らしい。本書は凡例にあるとおり分類目録で、

書名，著者名，価格，冊数が記されており，

半紙本和綴，本文90丁，うち後部に平田大人

並門人著述書，・漢土諸名家法帖目録，鶯篁館

上石墨帖書目，皇国諸名家法帖目録，皇漢諸

’名家法帖目録，菱湖先生書，正面一枚摺，菱

湖戸板石摺書の攣目があり，，そのあとに東京

府下書物問屋145軒の住所，氏名が列記しあ’

　る。その中には，丸屋善七（丸善＝早矢仕有

，約）や，福沢屋論題（福沢論調），浅倉屋久

兵衛（現在古書業）など現在でもなじ’み深い

書店の名が見える。本文の総点数は1657点，

　　　　　　　　　　　　’i
うち官版91点（中央官庁，地方官庁とも）が

収載されている。

棘に対しで京都で1：1，r蟹糠京者β新刻書

目便覧』（025．162－M932g－W）がある。こ

の書目は，東京より約半年おくれて7年10月

に刊行された。官許は同月である。板元は，．

村上勘兵衛である6

　緒言

’方今文化ノ盛ナルや新書ノ出ル欝然林ヲ為

　ス是二倍テカ以テ非ナル者アリ似スシテ同

　シキ者アリ巻秩浩潮前後紛錯検閲ノ士常二

　望洋ノ歎ヲ抱ク因テ御維新以来京都府下新

刻ノ書目噸聚シテー巻偽シ名ケテ輔β

　新刻書目便覧ト去方書其冊数定価等ノ大概

　ヲ記シ書難童僕ノ便覧二巴ス其京都ト題ス

　ル析以ハ東京戊辰以来新刻書目便覧ノ書テ

　別ツナリ尚遺漏アル瀞・将二嗣テ刻センド・

　看官請フ之ヲ早馬ヨ

とあり，東京に対して作成されだものである

が，編集には工夫がなされて回る。即ち，官

庁出版物と民間出版物とに分け1官庁は中央

と地方（京都府）に，民間はそれぞれ主題の

あらい分類となっている。書名，著者名，価

格．冊数が記されており，半紙本和綴，本文

26丁で東京版より薄手である』最後に144版

元の住所，氏名が列記してある。

’：最初の官版の部には下記の11点があるρ

　　太政官目誌，行在所日誌，．江城目誌．

　，鎮台日誌，　鎮；城府目誌，’　東二目誌

　　東京城目誌，還幸二階，　貨幣取調書，

　　職員令，・新貨条令

　ついで京都府発行　46点，民間387点が収

載されている。

大阪では，細正助編のr蘇新刻書目一

覧』（明治7年刊）が発行されてレ・るが，歳

念ながら未見である。この所蔵館は，天理図

書館と大阪府立図書館である6また，昭和11’

年5肝ゆ畷大阪出版物目録』（・25…63一
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0776k）がある。・この書目は・大阪図書出版

業組合事務所に保存されていた江戸時代中期

からの古記録，．『開板御願書控』（享保9年2

，月一明治6年12，月）34冊を大阪図書出版組合

が印刷発行したものである。これが，明治6

年で止っているのは，株旧聞を解散させられ

た結果で，新制度の出版条例によるものと思

わ労る。．明治3年6月頃の出願から，「東京

御窺済」の記録が見られる。残念ながら官庁

出版物は除外されている6’

　この揮の目録でわかることは，出版検閲炉

官許になったといっても，初年には参府県内

で発行するものは，府県裁判所が検閲した

り，1枚ものは，、行事2人と開板人とσ3名．

連署で年寄役（3人）へ差し出して公許を得

たものがあったと思われる。

　政府が刊行した最初の書目は，大学力旧刊

した『新刻書目一覧』である。これほ明治3

年春の発行で？内容は2年5，月から12．月まで

の未刊も含めた新刻検印書を収めたものが主

である。総計245点の収載である。凡例の一

・部に次の記録がある。

巻心所収大抵今夏以後ノ新出二四ルト錐モ

問前年刻本ノ名ヲモ列スルモノアリ是レ維

新以後本学ノ条例未ダ定マラザルノ問行政

官東京府盆点テ許宙セジモノ或調進前年二

在トモ本年新二検印を得テ公行セシモノナ、

リ

　元年から2年末までを網羅的に収録してい

ないことがこれでわかる。収録総数は24S点

であるがこのうち官版18点で写る。これと同

じ書名の『新刻書目一覧』は，太政官大二世

の編刊で4年4．月の発行，内容は3年2月か

らめ官許願出本である。総計341点，うち官

版16点が収載されている。．

　その後，事務を引きついだ文部省は，・r准

刻書目』を編刊している。これは，5年正月

の出版条例附録中に

　願済ノ書目ヲ文部省ニテ印行ジ毎月或ハ隔

　月二嗣出シテ書雛曰付シ著述者ノ参照二三

　襲ヲ防ク・

とある条文に基づいて発行されたものと思わ

れる。いっから発行されたか不明であるが，

慶応大学図書館には5年3．月から7年9．月ま

で所蔵されでいる。（9し6年6月からは写

本である）　当館では，欠本が多く，第1冊

は5年8，月，第2冊は5年10，月，第3冊は7

，年9・・，月，！0月，11．月の編刊である。残念ながら

完全な所蔵館を知らない。詳細について1ま既

にr明治文化資料叢書』第ゴ7巻書目編（厨問．

書房　昭和38年）に朝倉治彦氏の解題がある

のではぶくことにする。現在重でにおかっオ

　　　　　　　　　　（11）
いる所蔵館を下記に示すと

　4年10月　　東大

　畔1月　卑大
　　　2月　　東大

　　　3月L7月　　慶応大

　　　8月　　国会・慶応大

　　　9月　　慶応大

　　　10E　　国会・慶応大

　　　11月　　国会・慶応大
　　　　　　　　　　　（12）
6年1月～5E
7年4月～8月

・6年1月～5月

7年4．月～8月

半　9．月～11月

神原・慶応大

慶応大

神原・慶応大

慶応大

国会・慶応大

である。『 ｶ部省が担当した期間は4年8月か

ら8年6．月までであるが，8年の分は1冊も

発見できない。

　文部省の官板で一ばん多いのが教科書で，・

次が翻訳書である。3位が歴史書，4位地理

書である。翻訳にあたっているのは，町所調

所時代の教授連（洋学者）で，文部省の官僚

になったものも多く見受けられる。

　文部省は，他官庁に比して出版点数は非常
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に多い・’　HJII治4年から6年忌での出船統計は下表の通りである．一

　　　　　文部省出版書籍数（明治4年二6年）

政 法 書

物 十 六

植 物 書

農 学 書

経 済 書．

化　　』学 書

地 理 書

地 質 学

医 書

修 身 学

文 典

二 十 書

字 書

語 学 書

図

幼童’ 繩� 品

兵 書

歴 史

読 本

画 学 書

統 十一
三
口

学

単 語 篇

雑 書

地 球 儀

（反訳和文）　13部

（　lt　）

，（　tt　）
2部
2部

（．　〃　）．1部

（　lt　）

（　lr　）
（　rt　’）’

（　tt　”）

（　lt　）
（，

@tt　），
（編集和文）

（　lt　．）

（　tl　）’

（　lt　）

（反訳和文）

（反訳和文）

（編集和文）

（　tt　）

（　lr，　）

（反訳　和　文）

（編集和文）

（，　lr　）

ユ部

1部
4部
1部
2部
1部
1部

1部
1部
2蔀

2部
7種
3部
6部
1部
、2部

1部
2部
2部
1基

総計
　　　　『文部省第一・年報』（明治8年刊）による

　　　　　　　　　一35一

32冊

、5冊

2冊
8舟
7冊
2冊

21冊4帖
2冊

2冊
2、冊

2冊
1・冊

7冊
2冊
2枚、

画102枚
器　6種
7冊
21冊

1冊
3・冊

1冊
5冊
2冊



　また，文部省が4年8．月から8年6，月19日

までの間民間出版物に対し検閲許可を下した

がその数は下表である。ある程度の出版状況

を推察できよう。この数字は，当館専門調査

員杉村武著r近代日本大出版事業史』からの

まま利用させていただいた。

　　　　　　　　　　　　’　明治4年8．月一12月

隷　ll｝二幅
　明治5年1，月一12月

欝，1難問

　明治6年1月一12月

瀟．∵籔岬

・明治7年，文部省が民間出版物の検閲許可

をした数は『文部省年報』があるので，、参考

までに次回に引用しておく。この数字でわか

るように翻訳書が多い。

　教部省でも同じ書名のr四刻書目』　（内閣’

’文庫所蔵）を発行し，，教義に関する図書の検

閲を行ψ・，また5’年2月27日兵部省を廃して

翌28日半・海軍両省が設置されたが，この両

省も向様に布告を発して兵書に関する図書の

官許出願を差し出させたことがわかる。この

書目は知らない。

　ついで編刊された内務省のr版権目録』’は．

．明治9年7，月から16年6，月（27号）まで発行

され，これと平行して11年i月から納本の書

目ともい努き咄糖朋辮が発ffされ
たb

　その後，各種：の目録が刊行されたが，・今回

は紙幅の都合によりはぶくことにする。

　明治元年から＼7年末までの出版統計，特に

官庁刊行物の統計はたやすく出せるものでは

　ない。

　　鈴木敏夫氏の近著r出版』〈出版ニュース

社　昭和45年7丹刊）に明治元年から7年ま

　での統計が掲載されている。

　、しかし，明治2年夏から12月までの『新刻

　書目一覧』　（大学編）を，明治元年から2年

欝灘欄鮎三無論済笑長
官日誌』の類が見当らない5

　　このように，明治7年末までの官板や，三

　もある。（舞にそのためのカードを作成しつ

　っある。）

　　おわりに

　　　　　　　らんしょう
　　官庁資料の濫膓は，遠く奈良時代まで遡ら

　ねぼならないが，この小文は明治維新以後の

　めまぐるしい官制の変遷斯から概説した。

　　嚇欄の蔚資糖利用する醍とレて
　あらかじめ知っておかねばならぬことを第1

　章から第3章にまとめて記述したつもりであ

　る。

　　当時の印刷，刊行，頒布の状況には『太政

　官日誌』を例とした。特に印刷技術のおくれ

・と，本木昌造ら先覚者による活版印刷¢）創始

　が出版文化発展の基礎となり，政府自らの手，

　で出版印刷をし，各省とも盛んに出版活動を

　行ないはじめたことにふれたげ

　　しかし，明治新政府のとった出版行政，出
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明治七年准刻書籍及新聞紙（書籍1703冊　新聞紙29種）tt

王

政

四文陳文i反訳反刻洋文膿鑑1通計，
矧・・87レg135　i・・’　1…　8136・

地

歴

’J ｺ

・治「

P71σ26・1・1・i．33
理レ33に6恒27・、1α　gl・24
剰72tg13528・・1・！・44

数

』対

塁・

書　　2i
学14・
書／ P・・

．剃引・2

　・レ．4
’　O．1　7

　1’1　45

に・幽16

o－P　ol　ol　6
1s，　i　o．1　s，fit7

・　・レ・i　89

・レ…　　9
・三

物

洲・一1・・「7ド・1・iQl　8

化 引・
物【・

学12
判27
引2，

理lSl・1・・1・i2　i・i・」’27

博

「星

農

工

　o
　，o

　o
　b
l’o’

　．10

’　，2

　0
　5
　il

　ii　o’1　oi　・ii

ol　oi　ol　・2
．・ R1　ol　2’7－P－t2

・ド・L・　32
bl　ol　ol　5

図 ・1・．！31・52レ・5912・4
詩　＼歌1・5171’・　・1・1・ 22

国

習

書　8巨・1．㌧・／・1・　・｝　9

習

書　・1・1・，1’4’・141・・
’字一3・127レ・／・31・卜3gl・・9・

字　　書　・　Qレ’7ド・［・124　’i　 　3・
読　　一本152’1’　・51・2－92　・：1・24　1・95

文典会話1・81・121・・1・13　24
往来文巨・61・／・レ6・1・1・F・22
・唐 本』戟E　・　・1’・・に・1σ 10

合 訓、67・．』69／2r・i4・S　．1－213・31・7・3
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版活動は英・米のような政府自らの出版印刷

機関の設立を考えるいとまもなかった。ただ

めまぐるしい官制の変遷であったごそし．て政

府および各省がこぞ6て出版したものは，、第

1に過去の修史であり，第2に西洋文化の移

入のための翻訳であった。しかも，民間出版

物の発行に対しては出版取締に相当な神経を

はらった。これに対して官庁刊行物㊧刊行，

頒布は依然として江戸時代からの封建的発想

で処理され，政府，各省独自の出版計画によ

うていた。．この傾向は，いまだに尾をひいて

いるのである。

　明治初年の官庁刊行物出版統計について

は∫正確に出せるものではない。各省の年報

も出版されず，各省独自の出版目録もなくジ

探索のツL7レはあまりにも乏しい。

　所蔵の系譜については1朋治5年設掌され

た書籍館時代には，：官庁資料の納本義務はな

かったが，収集に努力した形跡はある。しか

しこの蔵書は帝国図書館に引き継がれず，そ

の大部分は内閣文庫の蔵書となっている。こ

れとても当時の官庁資料を完全に所蔵してい

るとはいえない。このほか，各省の附属図書

館（文庫）も火災，震災等により亡失したも

のが多く，内務省の保管資料は，戦後悉くア

メリカ政府に接収された。’

　われわれは，日々の参考業務の基礎・とし

て，自分の働く図書館にのみ所蔵する貴重な

資料を知ることを先決とし，自働にない資料．

はどこで所蔵されているかを探し求めて，㍉最

良の参考業務を果そうと心がけている。

　この意味から，出版文化の記録としても，

官ji刊行物の総合目録作成が望まれるのであ

る。

　本稿を記述するに際して，資料の乏しさ，

知識，経験の不足から，いくたびか中断しよ

うかと思ったがとにかく書くことにした。

したがって，不備や，誤りは多いことと思

うが，諸先輩の温かい御教示，御叱声をまっ

て，今後も研究していきたいと願っている。

注

（1）黒木努「政府刊行物の収集と提供」　（r図書館

界』Vo1．18．　No．2：1966．7）「政府田行物の

研究」（『図書館学会年報』Vo1．14．　No．2．1967．

　11）　　　　　・　　」

（2）書名は何回か変更しだが，i現在は　『U．　S．Gb－

　verエ1ment　Publiqations　mollthly　Catalo9』が

　それである。

（3）書名の後のC）内は，当館の請求記号を示す。

（4｝島屋政一編r印刷文明史』第4巻．昭和8年刊

㈲　同上

　　　ノ⑥　『蘭和幽玄』

（7）高橋邦太郎著rお雇外国人　軍事』昭和43年刊

（8）内閣文庫福井保磁御三

（9）東京都公文書館川崎房五郎氏御教示「

⑩数千巻とも一万巻ともいわれ，受理原簿は未確

認である。

⑭朝倉治彦氏御教示

㈱香川大学神原文庫

参考文献　．　　　　　　　　吊

　法規分類大全

　本組類典

　官員録

　本木昌三・平野富二詳伝　三谷幸吉編　昭

　　和8年刊

　印刷局野々録　明治40年刊

　上野図書館八十年略史　昭和28年刊’

　帝室博物館略史　昭和13年

　東京国立博物館略史　昭和27年刊

　三蔵前史石津三次郎著　昭和14年刊

　活版印刷史　川田久長著　昭和24年刊

　市政裁判所始末　東京都　昭和34年刊

　（さくま・のぶご：参考書下部一般参考課

　　主査）

〔追記〕　（22頁につつく）’
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　　続人の決定，人力情報の読込み，’入力情

　　報の誤り検出，本来的相続分額の算：出，

　　具体的相続分額の算出，相続債務の負担

　　額の算出，遺留分減殺額の算出，処理結

　　果の出力，本「処理」プ『グラムによQ，

　　処理手続，考察，むすび’

戸村和夫　判例検索ゐ可能性二三に漢字生起

　ひん度分析を中心に　（第4回ドキiメン

　テーシゴン研究発表論文集　日本科学技術

　情報センター　1967年刊　所収）P47～53

同　法律予報の電子計算機利用と方法についい

　て、びぷろす　19巻7号（’68－7）’P1～20

　　はPめに・懸船勃提曝裡法律
　　学の領域，法律陪報に対する科『学の要

　　請，法律情報㊧検索方法；蓄積e．検索手

　　段，法律用語の諸問題，結論付漢字生起

　　頻度排列表

同法と機械検索　（第1回ドキュメンテー

　ション研究会予稿集　日本科学技術清報セ

　≧ター　1964年刊所収）P113～121、　tt

同　計量法律学ゐ動向　（社会科学ドキュメ

　ンテrションーその情報性と利用　丸善株

　式会社　！968年刊・所収）P242～260’

　　はじめに，計量法律学の概観，、裁判決定

　　の行動分析・予測，法と記号論理，法律

　．文献の機械検索，代表的研究機関一覧

（座談会）電子計算機の利用と学問’我妻

　栄，、竹内昭夫，太用知行ほか3名　ジュリ

　スト328号（’65．’8．15）P10～30

　法律学での利用一ジュリメ，トリックス，

　裁判に利用できるか・条文の検索・論文

　　・判例の検：索等

（座談会）電算機と法律学　鈴木禄弥，林修，

野村好弘，淡路剛久　ジュリスト413号
　（，69．　1．　1）　p157－172

　　ほじ，めに，法律文献の検索，判決の予

　　測）’おわりに

（座談会）裁判どコンピュータ　小尾敏一ほ

’か12名　自由と正i義　21巻1号（’70－！）

　P9－29

　　法曹会では研究段階，出ンピュ一壷が裁

　　判をする？誰がコンピュ「ターに権威を

　　与えるか，簡単な「事実認定」はコンビ

　　三一一タでも，“量的な裁判”を可能にす

　　るt）三十年後の裁判の姿，弁護士は何を

　　するのか，難件しか裁判にのこらない，

　　情報生業としての弁護士，“コンビュー

　　ターの抜け穴”を狙う，最重要なものだ

　　けを“人間弁護士”が

裁判とコンピューター“裁判所の場合は”

　編集委員会　自由と正義　2！巻1号（’70－

　1）　P34・一37

　スピードアップした司法統計，小さなコン

　ビュータの部屋，前歴カード・速記・判例

　検索・コンピュータはまだ第一歩だ。

〔追記〕（38頁よりつづく5

大阪で明治7年刊行した松田正助綿のr蘇』

新刻書目一覧』を校正中に見るこるごとが出

来た。凡例は明治7年10，月の記庵あるが，11

月官許を得て刊行した、ものであ．り，半紙温和’

綴，本文30丁である。

・本文の編成は，京都版と同◎く官庁と犀問

に分け，’民問はそれぞ痴の主題のあちい分類

となっている。1 ､ち後部に頼山陽先生墨帖目

録，篠崎小竹先生遺墨帖，巻菱湖先生法帖の

必需がある。官庁刊行物は，中央官庁が1点

もなく，地方官庁と見られる「大阪府蔵板」

11点，「学校蔵板」（含大阪府学校用）18点

がある。本文の総点i数は453点である。その

あと，東京版，・京都版と同様に164名の「大

阪府管下書：林姓名記」が列記してある。
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